
（連絡先）

十和田市総務部総務課防災危機管理室

〒034-8615 十和田市西十二番町６－１
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小規模噴火における

十和田火山避難行動タイムライン

（住民等向け）

令和５年４月版



種別 噴火警戒レベル 十和田市 住民等

１．広報周知（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる等） １．情報確認（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる等）

２．非常持出品や家族の集合場所の確認、避難経路等の確認（噴火位置や季節に注意）

レベル１  異常現象の通報があった場合 １．情報収集及び、関係機関との情報共有 １．情報確認（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる等で情報確認）

２．広報周知（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる等） ２．非常持出品の準備、家族の集合場所の確認、避難経路等の確認（噴火位置や季節に注意）

１．情報収集及び、関係機関との情報共有 １．情報確認（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等）

２．広報周知（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等） ２．非常持出品の準備、家族の集合場所の確認、避難経路等の確認（噴火位置や季節に注意）

３．災害警戒対策本部を設置（状況により災害対策本部を設置） ３．基本的な避難手段である、自家用車等の燃料状況を確認

４．避難情報の発令 ４．避難行動の実施

　　(ア)想定火口範囲内について（休屋地区・宇樽部地区） 　　(ア)想定火口範囲内について（休屋地区・宇樽部地区）

　　　　高齢者等避難（冬期は避難指示）を発令 　　　　高齢者等は、避難（冬期は全員避難）する

　　　・自主防災組織（町内会）へ、高齢者等避難（冬期は避難指示）の発令を伝達する 　　　・自主防災組織（町内会）は、電話等により避難を推奨（冬期は避難誘導）する

　　　・施設等へ、噴火警報等の情報を提供・伝達し、利用者への避難呼びかけ等（冬期は避難誘導） 　　　・施設等は、利用者へ避難呼びかけ等（冬期は避難誘導）を行い、施設利用者の避難終了後、

　　　　を依頼する 　　　　施設を閉鎖する

　　(イ)想定火口範囲から４km圏内について（子ノ口地区） 　　(イ)想定火口範囲から４km圏内について（子ノ口地区）

　　　　高齢者等に避難準備を促す 　　　　高齢者等は、避難準備を行う

　　　・施設等へ、噴火警報等の情報を提供・伝達する 　　　・施設等は、噴火警報等の情報に注視し、噴火レベルが上がった場合に備える

５．避難所を開設 ５．避難所等への避難

〇．要配慮者の避難誘導（警察、消防等と協力）

〇．避難対象地域にいる観光客等の帰宅支援

〇．住民等の避難誘導（警察、消防等と協力）

〇．避難促進施設の避難誘導（施設と協議・連携）

〇．登山者及び観光客等の避難誘導（施設と連携）

〇．登山道規制（看板及びバリケード等設置）

〇．道路規制

‐
レベル０  平時の場合

予

報

火口範囲内：

高齢者等避難（冬期は全員避難）

火口範囲から４ｋｍ圏内：

高齢者等避難準備

小規模噴火における十和田火山避難行動タイムライン（住民等向け）
令和５年４月版

（連絡先）

十和田市総務部総務課防災危機管理室

〒034-8615 十和田市西十二番町６－１

電話番号 0176-51-6703 ＦＡＸ 0176-22-5100

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

レベル１ 火山の状況に関する解説情報

（臨時）が発表された場合
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種別 噴火警戒レベル 十和田市 住民等

小規模噴火における十和田火山避難行動タイムライン（住民等向け）
令和５年４月版

（連絡先）

十和田市総務部総務課防災危機管理室

〒034-8615 十和田市西十二番町６－１

電話番号 0176-51-6703 ＦＡＸ 0176-22-5100

１．情報収集及び、関係機関との情報共有 １．情報確認（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等）

２．広報周知（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等） ２．非常持出品の準備、家族の集合場所の確認、避難経路等の確認（噴火位置や季節に注意）

３．災害対策本部を設置 ３．基本的な避難手段である、自家用車等で避難する

４．避難情報の発令 ４．避難行動の実施

　　(ア)想定火口範囲内について（休屋地区・宇樽部地区） 　　(ア)想定火口範囲内について（休屋地区・宇樽部地区）

　　　　避難指示を発令 　　　　住民等は全員避難する

　　　・自主防災組織（町内会）へ、避難指示の発令を伝達する 　　　・自主防災組織（町内会）は、電話等により避難誘導を行う

　　　・施設等へ、噴火警報等の情報を提供・伝達し、利用者の避難誘導を依頼する 　　　・施設等は、利用者の避難誘導を行い、避難終了後、施設を閉鎖する

　　(イ)想定火口範囲から４km圏内について（子ノ口地区） 　　(イ)想定火口範囲から４km圏内について（子ノ口地区）

　　　　高齢者等避難（冬期は避難指示）を発令 　 　　 高齢者等は避難（冬期は全員避難)する

　　　・施設等へ、噴火警報等の情報を提供・伝達し、利用者への避難呼びかけ等（冬期は避難誘導） 　　  ・施設等は、利用者へ避難呼びかけ等（冬期は避難誘導）を行い、施設利用者の避難終了後、

　　　　を依頼する 　　　  施設を閉鎖する

５．避難所を開設 ５．避難所等への避難

〇．要配慮者の避難誘導（警察、消防等と協力）

〇．避難対象地域にいる観光客等の帰宅支援

〇．住民等の避難誘導（警察、消防等と協力）

〇．避難促進施設の避難誘導（施設と協議・連携）

〇．登山者及び観光客等の避難誘導（施設と連携）

〇．登山道規制（看板及びバリケード等設置）

〇．道路規制

特

別

警

報

火口範囲内： 全 員 避 難

火口範囲から４ｋｍ圏内：

高齢者等避難（冬期は全員避難）
名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

レベル４に引き上げられた場合
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種別 噴火警戒レベル 十和田市 住民等

小規模噴火における十和田火山避難行動タイムライン（住民等向け）
令和５年４月版

（連絡先）

十和田市総務部総務課防災危機管理室

〒034-8615 十和田市西十二番町６－１

電話番号 0176-51-6703 ＦＡＸ 0176-22-5100

１．情報収集及び、関係機関との情報共有 １．情報確認（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等）

２．広報周知（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等） ２．非常持出品の準備、家族の集合場所の確認、避難経路等の確認（噴火位置や季節に注意）

３．災害対策本部を設置 ３．基本的な避難手段である、自家用車等で避難する

４．避難情報の発令 ４．避難行動の実施

　　◎想定火口範囲内及び想定火口範囲から４km圏内について（休屋地区・宇樽部地区・子ノ口地区） 　　◎想定火口範囲内及び想定火口範囲から４km圏内について（休屋地区・宇樽部地区・子ノ口地区）

　　　避難指示等を発令 　　　住民等は全員避難する

　　・施設等へ、噴火警報等の情報を提供・伝達し、利用者の避難誘導を依頼する 　　・施設等は、利用者の避難誘導を行い、避難終了後、施設を閉鎖する

５．避難所を開設 ５．避難所等への避難

〇．避難対象地域にいる観光客等の帰宅支援

〇．住民等の避難誘導等（警察、消防に避難誘導を要請）

〇．避難促進施設の避難誘導（施設と協議・連携）

〇．登山者及び観光客等の避難誘導（施設と連携）

〇．登山道規制（看板及びバリケード等設置）

〇．道路規制

１．情報収集及び、関係機関との情報共有 １．情報確認（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等）

２．広報周知（防災行政無線、防災ラジオ、駒らん情報めーる、緊急速報メール等） ２．非常持出品の準備、家族の集合場所の確認、避難経路等の確認（噴火位置や季節に注意）

３．災害対策本部を設置 ３．基本的な避難手段である、自家用車等で避難する

４．避難情報の発令 ４．避難行動の実施

　　◎想定火口範囲内及び想定火口範囲から４km圏内について（休屋地区・宇樽部地区・子ノ口地区） 　　◎想定火口範囲内及び想定火口範囲から４km圏内について（休屋地区・宇樽部地区・子ノ口地区）

　　　避難指示等を発令 　　　発令情報に応じた避難行動を行う

　　・施設等へ、噴火警報等の情報を提供・伝達し、利用者の避難誘導を依頼する 　　・施設等は、利用者の避難誘導を行い、避難終了後、施設を閉鎖する

５．避難所を開設 ５．避難所等への避難

〇．避難対象地域にいる観光客等の帰宅支援

〇．住民等の緊急退避とその後の避難誘導等（警察、消防に避難誘導を要請）

〇．避難促進施設の避難誘導（施設と協議・連携）

〇．登山道及び観光客等の緊急退避とその後の避難誘導（施設と連携）

〇．登山道規制（看板及びバリケード等設置）　　

〇．道路規制

特

別

警

報

特

別

警

報

レベル５に引き上げられた場合

火口範囲内及び火口範囲から４ｋｍ圏内：

全 員 避 難

火口範囲内及び火口範囲から４ｋｍ圏内：

全 員 避 難

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

名称 住所 収容人数 給水施設 炊事施設

① 沢田悠学館 大字沢田字下洗21－１ 383人 有 有

② 西コミュニティセンター 大字奥瀬字中平70－３ 231人 有 有

③ 旧地域包括支援センター 大字奥瀬字中平61－６ 94人 有 無

※　避難所は、状況に応じて①～③の施設順に開設する

事前に噴火警戒レベルが引上げられない

まま、噴火に至った場合

（レベル１ → レベル５）
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（１）火口位置が中湖の場合 

 

【冬期以外】                             【冬期】 

・子ノ口地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い、青橅山付近）     ・子ノ口地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い） 

・宇樽部地区  新郷・五戸方面へ（国道 454 号 迷ヶ平方面）           ・宇樽部地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い） 

・休屋地区   秋田方面へ（国道 103 号）（秋田県道 2 号大館十和田湖線）      ・休屋地区   秋田方面へ（国道 103 号） 

 

 

避難経路図 



5 

 

 
（２）火口位置が西側の場合 
 

【冬期以外】                            【冬期】 

・子ノ口地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い、青橅山付近）    ・子ノ口地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い） 

・宇樽部地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い、青橅山付近）又は  ・宇樽部地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い） 

新郷・五戸方面へ（国道 454 号 迷ヶ平方面） 

・休屋地区   十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い、青橅山付近）又は  ・休屋地区   十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い） 

新郷・五戸方面へ（国道 454 号 迷ヶ平方面）    
 

避難経路図 



6 

 

 

（３）火口位置が東側の場合 

 

【冬期以外】                           【冬期】 

・子ノ口地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い、青橅山付近）    ・子ノ口地区  十和田方面へ（国道 102 号 奥入瀬渓流沿い） 

・宇樽部地区  新郷・五戸方面へ（国道 454 号 迷ヶ平方面）          ・宇樽部地区  秋田方面へ（国道 103 号） 

・休屋地区   秋田方面へ（国道 103 号）（秋田県道 2 号大館十和田湖線）     ・休屋地区   秋田方面へ（国道 103 号） 

 

避難経路図 


